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く大学の動き＞

ハイデルベルク大学との学術交流

木学とドイツ連邦共和問のハイテ’ルベノレク大学

（ノレプレヒト ・カール大学）の「学術交流に関す

る一般的党許」が，平成2年10月11日に交換され
ザ．

h」。
これは，本学総長が昭和61年 10月ハイデルベ

ノレク大学創立600周年記念式典に参列した際，並

びに昭和62年 4月ハイデルベルク大学プトリッツ

(Dr. Gisbert Frhr. zu Putlitz）学長が木学を訪

問した際K，学術交流について話し合いがあり，

同年 7月に同学長から評問により提案があったも

のである。

本学ではこれについて検討を進めると同時に，

同際交流委員会の体申（関連記事『京大広報』 No.

363）に沿って同大学と協議を続け，平成元年 9

月「覚書」を交換することが了承されたものであ

る。

この度，同大学どリン（Dr.Volker Sellin）学

長が本学を訪問し，総長室におし、て ，ハイデルベ

ルク大学との「覚書」が調印された。

ハイデルベルク大学の概要は次のとおりであ

る。

創立： 1386 教員数： 1,208 学生数： 26,861 

18学部 （利l学，法学，基礎医科学，理論医学，

臨床医学 I，臨床医学1 臨床医学（マンハイ

ム），哲学 ・歴史学，東洋 ・古典学，現代言語

学，経済学，社会 ・行動科学，数学，化学，薬

学，物理 ・天文学，生物学，地球科学）市アジ

ア研究所，ハイデノレベルク分子生物学研究セン

タ一等

-The World of Learning 1990より一

ハイデルペルク大学図書館

平成2年度日本語・日本文化

研修留学生の受け入れ

昭和57年度から，本学では「日本語 ・日本文化

研修留学生制度」（広報No.240参照）による留学生

を受け入れているが，平成2年度は， 6か国から

14名を受け入れることとなり ，10月15日（月）京

大会館において西島安則総長はじめ関係教職員の

出席のもとに開講式が行われた。

また，平成元年度の留学生13名に対する修了式

が， 9月12日 （水）国際交流会館（芝蘭会館）に

おいて開催され，修了証書が授与された。

木年度の研修の概要は，次のとおりである。

日本語・日本文化に関する授業計画と授業時間数

授業科 「｜

〔I〕 ① 読 解 ・口頭表現
日 ② 日本語講読
本
杢U口ii 

③文章表現

① 日本事情仏）

（対 関日本すのる社概会説l乙

〔E〕
μ） 関日本すのる概法政説iζ 

日

り） 関日本すのる経概済説に

本
伺各諸分問野題の

事 ② 円本事情但）

（対日 本文 学

ti'f μ） 日本（文化 ・歴合
史む 風土を

5十

!CIDコ① 現代参代文観産化・業研lζ関及修すび等現る I 

特

教J]lj ② 伝統見文学統化等産業に及関びす伝る

育 ③特別講義 ｜
小 5十

｜日本語強化コース ｜

メ，｝－

(1第0～一3期月ilc4第～二9期月）｜I 言十

時間 時間 時間
30 30 60 

30 30 60 

30 30 60 

90 90 180 

32 26 58 

(10) (10) 

(12) (12) 

(10) (10) 

(26) (26) 

50 42 92 

(20) (22) (42) 

(30) (20) (50) 

82 68 150 

60 60 

60 

30 30 

60 90 150 

320 

時間
472 328 800 

（外国人留学生日本語 ・）
日本文化研修実施委員会
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平成2年度日本語・日本文化研修留学生開講式

., .....・H・・....・，.，，・・・d・................・......・・．．・・．・・・．・－．．．

自衛消防団が京都市自衛消防隊

訓練大会に左京区代表として出場

本学自衛消防団（団長松本道雄庶務部長以下

団員28名）は， 10月11日（木）京都市消防学校で

開催された第15回京都市自補消防隊訓練大会にお

いて，訓練種目「屋外消火栓操法」に左京区代表

として出場し，日ごろの訓練成果を披露した。

なお，木大会は，消防技術の向上のため毎年闘

催されているもので，この日は各行政区から選抜

された50事業所の自衛消防隊が参加した。

く紹介＞

60周年をむかえた人文科学研究所

と英語呼称の改正

京都大学の一部局として人文科学研究所が発足

したのは，東方文化研究所，人文科学研究所，西

洋文化研究所の三研究所が統合した1949年。その

うち東方文化研究所の前身，東方文化学院京都研

究所が創設されたのは1929年て。あるから，昨年度

はその60周年であり，今年度をもって61裁となっ

た。（『京大広報』陥 141参照）重病もせずに年輪

を刻んだからには何らかの記念行事をと言うこと

になるが，日本人の平均寿命も伸びて，還暦の祝

をするひともまれになったことでもあり ，また50

周年には盛大に記念行事を催したことでもあり，

60周年としては特別に行事をおこなうことはしな

かった。当研究所ではIO年ごとのくぎりには必ず

研究者全員が 『東方準報』 『人文翠報J，そして

“欧文人文”の慣称をもっ欧文誌 Zinbun，これら

の紀要のいづれかに論文を発表しなければならな

いことになっている。 この慣習は今回もまもられ

た。その意味では普通の10年自の区切りであった

というほかなし、。

ただ， 60周年を迎えたこの何年かは，所員に欧

米で Ph.D.を取得した研究者も増え，欧米に長

期短期を間わず研究滞在することも急増し，一方

外国人客員部門が認められてからは所員会メンバ

ー（他部局の教授会に相当。人文研では助手の代

表も含む所員会）に欧米の研究者が常席すること

が普通になってきた。また特に最近欧米におL、て

は，当研究所とは関わりが比較的部く，また日本

語も解さないという人々を対象に含む学術出版物

において．当研究所の研究活動や研究者が紹介さ

れる機会も増えている。このような状況のなか

で，当研究所の英語呼称 ResearchInstitute for 

Humanistic Studiesが話題にのぼるようになっ

てきた。この呼称はあくまでも公称「人文科学研

究所」に対する直訳名である。そのためか，ほと

んど日本国内の研究所の英語名にしかみられな

い，語頭に ResearchInstituteをつけるという

奇妙さがあり，さらに researchと studiesとが

だぶってしまっている。しかし，もっとも問題と

なるのは， HumanisticStudiesで，これがし、ろ

-997ー
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いろと誤解をうむ語である。

“humanism”，“humanist”， 

“humanistic”の語は，今世紀

はじめころから誤解や迷いをう

みやすいものとして問題視され

てきたことはたしかである。次

のようなかなり異なる意味を伝

えるとし、う特性を持つからであ

る。（1）ルネサンス時代の，ギリ

シヤ＝ローマの古典詩文，哲学，

歴史の文献研究を銭りどころと

する人文主義，その信奉者，そ

Kyoto University 

Sakyo・』cu,Kyoto 606 Japan 

京都大祭人文科象研究所

の形容詞形，（2）懐疑主義，とく 人文科学研究所の航空便用封筒のキャプション 新（下）， 旧 （上）

に神の存在に関する不可知論，教会神学から自由 所は Institutefor Research in Humanitiesを

な思考，（3）オーギュスト＝コントの実証主義的 正式な英語呼称とすることに所員会の議決を経て

「人類教」，（4）人道主義，人権至上主義，あるいは 決定した。これにともなって＇ ＂欧文人文”の正

国によってはマルクス主義をもさすことになる。

学界で当研究所の実情を知らない人は，（1）を想

い，あるいは，と考えて，ほんとうにそんなこと

をやっている所かと聞き返されることが多いし，

学界外では，まず仏）を想い，次いで（1）か（2）かもし

れないと，迷い始める始末である。

英語はし、まや学術上の共通語としてばかりでな

く，国際語として使用される状況である。現行の

英語呼称が，研究所設立の趣旨や過去の実績や当

面の活動実態，あるいは日本の学術機構中に占め

る位置とかなり異なる意味を伝えてしまうと，当

研究所としてもはなはだ迷惑であるし，いちいち

説明するのも煩わしし、。現行呼称がより広範囲に

各国で定着してしまう前に改めておこう，当研究

所の60周年はその好機である。

そのために特別に委員会を設けて，数回の検討

会を聞いた。 ResearchInstituteは使用しない。

Instituteは，科学研究や教育，そのほか公の目的

の推進のための機関や協会であり， for以下に研

究内容が表されている場合には， Researchは不

要である。しかし当研究所は教育より研究に重点

があり，学生をもたないのであるから， Research

を加える必要がある。人文学は theHumanities 

であるが，そうすると上記（1）と同じ意味になる。人

聞社会や個人を対象とする研究で，古典の教養を

必ずしも基礎におかない諸学も分化発達している

現状を考慮し，定冠調をはずす。かくして当研究

式名称も Zinbun: Memoirs of the Research 

Institute for Humanistic Studiesを改め，

Zinbun: Annals of the Institute for Research 

in Humanitiesとし，従来不定期であった Zinbun 

を年刊として，公刊していくことになった。

（人文科学研究所）

・・・・. ..・...・．・・・．・・．．・・...・．．・・~··＂· · ··－··· ···・－－－・．・・・．

＜資料〉

人事院勧告の取り扱いに関する

国立大学協会の要望書

このたび国立大学協会会長から，人事院勧告の

取り扱いに関し，以下のとおり文部大臣，大蔵大

臣及び総務庁長官宛に要望書を提出し，その趣旨

に則り配慮、方を要望した旨報告があった。

平成2年10月8日

国立大学協会会長

有馬朗人

人事院勧告の取り扱いに関する要望書

人事院による国家公務員の給与勧告が，労働基

本権制約の代償措置として，また国家公務員の給

-998一
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与水準を適正に維持する制度として定着し，公務

の能率的運営と公務員労使関係の健全性の実現に

大きく寄与していることは周知の事実でありま

す。

この数年間は，関係者の努力により，勧告どお

り給与の改定が行われ，これにより各大学におい

ても職員の勤務意欲の向上や，労使の信頼関係の

保持等の点で好ましい影響がもたらされており，

今年度の勧告の完全実施に対する期待には更に大

きなものがあります。

もとより，当国立大学協会は，国の財政が極め

て厳しい状況におかれていることも十分に承知し

ているところであり，各大学においては，過去数

次にわたる定員削減及び行政経費の節減 ・抑制に

一…－一一…

ついても不断の努力を重ねております。

現在，国立大学においては， 21世紀を目指す教

育改革の一環として，高等教育及び学術研究の高

度化の積極的推進が重要課題とされており，また

これが国民的期待でもあると考えます。これらの

課題への積極的な取り組みを期待するためにも，

大学教職員の適切な処遇を確保することが必要で

あり，このことがひいては優秀な人材を確保し，

将来にわたる我国の高等教育及び学術研究の進展

に寄与するものと確信いたします。

上記の理由により，国立大学協会は，本年度に

おいても昨年と同様に人事院勧告が，完全に実施

されることを強く要望する次第であります。

附属図書館 平成2年度秋季展示会

「和漢書古典籍のさまざまJの開催

第一部 重要文化財指定図書

第二部 名家伝承本

木館では開館以来，所蔵資料の紹介を兼ねて，しばしば各種の展示会を開催しております。

今回は「和漢書古典籍のさまざま」と題して，附属図書館所蔵資料の中から，第一部として重

要文化財指定図書を，第二部として名家伝承本を中心とした貴重書を展示いたします。学術研

究上貴重なこれらの資料は，文化財保護の見地からも，その保存並びに取扱いに格別の配慮が

必要であるため，平素は研究の用に供する時のほかは，恒温恒湿の貴重書庫に収納し，大切に

保存しています。このたびは「教育 ・文化週間」の趣旨に従い，重要文化財に対する理解と関

心を深めていただくため，それらを学内 ・学外に広く公開することにしました。それと同時

に，第二部では名家伝承本を主として展示して，奈良時代から江戸時代にかけての，和漢古典

籍の様々な形態（書誌学的）もあわせて鑑賞していただけるように配置いたしま した。これを

機会に古典籍への関心をより一層お待ちいただければと考えております。

記

期 間：平成2年11月27日（火）～12月 7日（金）

（日曜日 ・月末休館日（11/30）を除く）

時 間：午前 9時30分～午後4時30分

会 場． 京都大学附属図書館展示ホール（ 3 F) 

（備考）入場無料

（附属図書館）

．。．。＿，・。．。..，，・。、
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